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R1 R2 R3 R4 R5

1 18基 4基 1基 5基 0基 0基 18基 -

2 6基 3基 2基 2基 3基 2基 6基 -

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,455 千円）

施策体系との関連

対　象

活動指標名
計画値
（H29)

目標値
（R2）

目標値
（R7）

事業費　（＝下記内訳計）

内

訳

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値）

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）

総事業費　（＝事業費＋職員人件費）

一般財源

人員（人工）

地方債

その他

国道支出金

児童小公園の遊具の整備数（新設）

R５予算 R５決算 R６予算

意　図

（どの様な成果を得ようとしている
のか）

　子どもたちの児童小公園の利用が促進し、屋外で遊ぶ子どもたちの心身の健全育成が図られるとともに、町
会などと連携した地域による子育ても進むことから、地域コミュニティの活性化が図られる。

３　事務事業の現状

実績値

児童小公園の遊具の整備数（修繕）

事務や事業が対象としている人や
団体など

市内の子どもたち

対象者の今後の予想 同程度

活動内容

（事業の概要や具体的な内容、方
法など）

　市内各町会が管理・運営する児童小公園に設置された遊具について、修繕・撤去及び新設などの整備を行
い、子どもたちの安全な遊び場の確保を図る。

１　施策体系

施策区分 青少年の健全育成

施策目標 地域で青少年を育む環境が充実したまち

２　事務事業の概要と目的

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
□中間
■事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙２　　　　　　　事務事業評価（事後評価）シート　【令和５年度】

主管課名（担当名） 社会教育課（社会教育担当）

事務事業名 子育て環境整備事業（児童小公園） 事業番号 12269

※再掲（事業費は1-3で計上）



エ．
単位コストまたは事業費を
工夫できるアイデアはありま
すか

ア．
意図する成果に有効に結び
ついていますか

イ．
市以外がその事業に取り組
むことは可能ですか（民間、
ＮＰＯ等）

ウ．
事業内容の中で、見直しを
行う必要はありますか

作成年月日 令和６年9月

　本事業の目的及び効果を勘案すると、統合し得る類似した事業がない。

カ．
受益者に負担をいただく（又
は負担を見直す）可能性は
ありますか 　市が維持管理する遊具は市民が利用する小公園に設置されており、当該遊具の設置目的や性質上、費用負

担を求めるべきではない。

６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（　　年度末終了予定）
■休止
□廃止
□完了

　子どもたちが屋外で遊ぶ機会が減少している今日において、児童小公園整備は安心・安全な遊びの場を提供
し、子どもたちが屋外で健全に遊ぶきっかけづくりとなっている。

オ．
他の事業との統合について
可能性がありますか

□可能　　□一部可能　　■不可能

　児童小公園に設置している遊具は教育委員会が貸代し点検と修繕等を行っているが、それ以外の公園の維
持管理は町会が行っている。児童小公園に設置している遊具は市が維持管理していることから、市が実施すべ
きである。

■ある　　□一部ある　　□ない

　令和５年度末現在、市内10か所の児童小公園において、遊具を23基設置しており、修繕が必要なものから計
画的に整備を行っているが、遊具の状態や小公園の状況等によっては整備の優先順位を一部変更する必要
があると考えている。

□ある　　■一部ある　　□ない

　各公園に設置している遊具について、日頃からの点検や状態把握の徹底及び効果的な小破修繕等により、
良好な状態を維持できることから、整備に係る費用の抑制が図られる。

□ある　　□一部ある　　■ない

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

見直し状況 ■検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など
　遊具の整備については、市内10か所の児童小公園に設置している遊具の中で、整備が必要なものから計画
的に修繕等を行っているが、遊具の状態や小公園の状況によっては整備の優先順位を変更するなど、整備計
画を見直す必要があると考えている。

今後の動向・市民ニーズなど
　少子化や地域コミュニティの停滞が社会問題となっている中、地域に根ざした児童小公園の整備は子どもた
ちに安全な遊びの場を提供するとともに、地域による子育てや地域コミュニティの活性化に繋がることから、市
民ニーズは高い。

５　事務事業の評価

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない


